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座標変換（１）
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２点間の距離はどの座標系で表現しても同じ
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④より座標変換すると
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座標変換（２）
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２．反変ベクトル
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３．共変ベクトル
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どの座標系から記述しても同じ量なので
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座標変換（３）
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上添字 ･･･,,ba の数はn個 下添字 ･･･,,u の数はm個

n階反変m階共変の混合テンソル

２階共変テンソル
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Einstein  Equation
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テンソルとは時間と空間3次元の計4次元からなる時空での座標系の変換に対して、
その成分がある特定の変換をする多成分量で、その成分を添え字で表す。アイン
シュタインテンソルは添え字が２つで2階のテンソル。添え字μ ,ν  は時空間の4つの
座標成分を取る。


